
毛利悠子 個展『おろち』開催のご案内
展覧会名：毛利悠子 個展『おろち』
会　　期：2013年1月19日（土）～2月24日（日）
　　　　　　・会期中は、月曜 17～23時および金・土・日 13～19時のオープンとなります。
　　　　　　・本展のオープニングレセプションを、初日の1月19日（土）18～21時に開催します。作家も在廊いたします。
　　　　　　・なお、初日も通常通り13時からオープンいたします。
会　　場：waitingroom（東京都渋谷区恵比寿西2-8-11 渋谷百貨ビル4B）

waitingroomでは2013年1月19日（土）～2月24日（日）まで、毛利悠子の個展『おろち』を開催いたします。独特な機械構造
を用いて、展示環境全体を有機的かつユーモラスに構成するインスタレーションを制作する毛利の、新作インスタレーションを発
表します。なお本展は、2月8日（金）～2月24日（日）まで東京都写真美術館で開催される、『第5回恵比寿映像祭』の地域連携
プログラムに参加しています。
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（左）『サークルズ/Circles』展示風景（2012年、waitingroom、東京）、ミクストメディア、サイズ可変　撮影：前澤秀登
（右）『サーカス/Circus』展示風景（2012年、東京都現代美術館 ブルームバーグ・パビリオン、東京）、ミクストメディア、サイズ可変　撮影：新津保健秀

↓＜次頁＞ 本展『おろち』について

作家・毛利悠子について
毛利は、1980年神奈川県生まれ、多摩美術大学美術学部情報デザイン学科卒業
後、東京藝術大学美術学部先端芸術表現科を修了しました。在学中よりテクノロ
ジーを使った表現に興味を持ち、コンピューターや情報、機械でしか表現出来な
い領域について模索していました。そうして確立された1つのスタイルが、廃材
や使われなくなった道具と機械部品を組み合わせて作るインスタレーション作品
です。作品中の素材の1つ1つが生き物のような動きをするのが大きな特徴で、
また、もともと音楽に強い興味を持っていたことから楽器を使用することも多
く、無数のモーターやコードに組み合わされた楽器や道具が、音を出したり光を
放ったりすることによって、独特の映像的空間を作り上げています。

日用品や機械部品という素材のハッキング、そして空間へのダウジング
長い時間をかけて集めた道具や日用品という素材を、「ハッキング」することから毛利の制作は始まります。目の前にあるモノ
や部品を見つめ、分解し再構築することによって別の文脈に置き換える。この作業を、毛利は「素材をハッキングする」と言い
ます。そうして出来上がった作品のための素材の集合体を持って、今度は展示空間への「ダウジング」を行います。毛利作品の
もう1つの大きな特徴は、展示空間特有の光や温度、湿度や景色、雰囲気といった空間的要素に、作品が密接に結びついていると
いうことです。2012年に発表した3部作『サークルズ』（waitingroom/東京）、『サーキッツ』（adanda/大阪）、『サーカ
ス』（東京都現代美術館 ブルームバーグ・パビリオン/東京）では、同じ作品を違う条件の空間に構成するという試みを行いまし
た。普段は気がつかない空間の中の細かい要素を出来るだけ多く読み取り、持参した素材1つ1つに組み合わせていく。それを毛
利は、「まるで鉱物を探すダウジングのような作業」と言います。「素材のハッキングと空間へのダウジング」によって展示環
境と一体化した作品を通して、普段は目に見えないエネルギーやモノそのものの性格を可視化し、そして空間やその土地固有の
記憶を鑑賞者に無意識的に呼び覚ましたい、と毛利は言います。

『エブリデイラオス』展示風景（2010年、20202、東京）
ミクストメディア、サイズ可変、撮影：松尾宇人
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「おろち」の「結び」から感じるエネルギー
本展のタイトル『おろち』は、作家自身の最近の興味である「紐」や「縄」という素材からつけられました。衣類を形成している
糸や、家電製品のコード、モノとモノを1つにまとめる時に紐で縛るなど、私たちの生活に密接に関連している「紐」や「縄」と
いう存在は、「磁力や重力と同様、なにか見えないエネルギーを発生することで、“結び”という人間の奥深いところで切っても切
れない関係をつくるのでは」という毛利の問いから、その素材への興味が生まれました。

「かつて、とある電子通信機の会社の工場に、恐竜の骨格、あるいは大蛇の姿のようなグロテスクな機具が天井からぶら下がって
いた。近づいてよく見てみると、それは赤、青、黄などを何十本もよりあわせ、束ねられた電線であった。そして、この“怪物”の
ことを職場の工員たちは“おろち”と呼んでいたという。私も、これまでの自分の作品の中で、電線を隠さないようにしてきた。モ
ノとモノとのつながりを提示することで、鑑賞者に見えないエネルギーを感じてほしいという思いがあった。(毛利悠子)」

「紐」「縄」という特定の素材に向き合い、その力や意味を再構築することによって作り上げられた『おろち』という装置が、
waitingroomの展示空間に繰り広げられます。そこで発せられるエネルギーを是非、体感しにいらしてください。

（左）『おろち』メインイメージ

関連展示（同時開催）

↓＜次頁＞ 作家略歴

展覧会名：『アノニマスライフ -名を明かさない生命-』
会　　期：2012年11月17日（土）～2013年3月3日（日）
会　　場：NTTインターコミュニケーション・センター [ICC]（東京）
住　　所：東京都新宿区西新宿3-20-2東京オペラシティータワー4階
ウェブサイト：www.ntticc.or.jp

展覧会名：『東京アートミーティング [第3回] アートと音楽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-新たな共感覚をもとめて-』
会　　期：2012年10月27日（土）～2013年2月3日（日）
会　　場：東京都現代美術館（東京）
住　　所：東京都江東区三好4-1-1（木場公園内）
ウェブサイト：www.mot-art-museum.jp

image:「fort-da」展示風景
撮影：吉次史也

image:「with “without records”」展示風景
大友良英リミテッド・アンサンブルズ（大友良英、青山泰知、Sachiko M、堀尾寛太、毛利悠子）
撮影：丸尾隆一　写真提供：山口情報藝術センター [YCAM]

http://www.ntticc.or.jp
http://www.ntticc.or.jp
http://www.mot-art-museum.jp
http://www.mot-art-museum.jp


毛利悠子　Yuko Mohri

作家略歴

1980年　神奈川県生まれ
2004年　多摩美術大学美術学部情報デザイン学科　美術学士号取得
2006年　東京藝術大学美術学部先端芸術表現科　美術修士号取得

個展
2012 『サーカス』（東京都現代美術館ブルームバーグ・パビリオン/東京）
 『サーキッツ』（adanda/大阪）
　　　　『サークルズ』（waitingroom/東京）
　　　　『CIRCLES』（Agencia de Apoyo a la Arquitectura/スペイン）
2010 『ホリデイビキニ』（アップリンク・ギャラリー/東京）
　　　　『ワンデイダラス』（路地と人/東京）
　　　　『エブリデイラオス』（20202/東京）

グループ展
2012 『アノニマスライフ -名を明かさない生命-』（NTTインターコミュニケーション・センター [ICC]/東京）
　　　　『アートと音楽 -新たな共感覚をもとめて-』（東京都現代美術館/東京）
　　　　『シブカル祭。』（パルコ・ミュージアム/東京）
　　　　『x_sound』（ナム・ジュン・パイク・アートセンター/韓国）
2011 『オルタネイティング・カレンツ展』（パース現代美術館/オーストラリア）
　　　　『東京芸術発電所』（東京藝術大学石膏室/東京）
　　　　『シブカル祭。』（パルコ・ミュージアム/東京）
　　　　『吾妻橋ダンスクロッシング（インスタレーションでの参加）』（アサヒ・アートスクエア/東京）
　　　　『ジョン・ケージ「Variations VII」』（アサヒ・アートスクエア/東京）
2010 『大友良英アンサンブルズ2010 -共振』（水戸芸術館現代美術ギャラリー/茨城）
 『オカルトテクニクス』（アキバタマビ21/東京）
2009 『アンサンブルズ09 休符だらけの音楽装置 -余韻GIG』（旧在日フランス大使館庁舎別館/東京）
 『大友良英アンサンブルズ09 休符だらけの音楽装置』（3331アーツ千代田/東京）
　　　　『Coded Cultures』（Museum Quartier/オーストリア）

アーティスト・イン・レジデンス
2011.11.～2012.2.　Hangar（スペイン/バルセロナ）トーキョーワンダーサイト給費による
2007.6.、2008.1.～2.　s/lab サンダーランド大学（イギリス/サンダーランド）

受賞歴
2006.9.　<vexations>にて、アワード「プリックスアルス・エレクトロニカ」ホノラリー・メンション（オーストリア）
2006.2.　<vexations>にて、アワード「トランス・メディアーレ・アワード」銀賞（ドイツ）
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※本展に関するお問い合わせは、下記連絡先までお願いいたします。
waitingroom（代表：芦川朋子）

住所：東京都渋谷区恵比寿西2-8-11 渋谷百貨ビル 4B
営業時間：月（17-23時）、金土日（13-19時）

Tel&Fax：03-3476-1010　Eメール：info@waitingroom.jp

mailto:info@waitingroom.jp
mailto:info@waitingroom.jp

